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第１７回八代地域審議会発言要旨 

委 員 事 務 局 

アンケート調査結果について 

 アンケート回収率は８１．２％であった。会議回数、委員数に

ついては「適当」との回答が多かった。 

地域審議会が行政の報告会になっているとの意見が多くあり、

今後新たな制度の見直しや施策については、事前に意見を求める

よう各部各課へ周知徹底したい。所属以外の地域審議会の審議内

容について情報提供の要望があったので検討したい。 

合併後について、地域の声が反映されない、住民サービスが低

下した、負担が増えた等の意見があった。 

アンケート調査結果は全職員へ必ず目を通すよう指示したが、

４期目以降の合併効果の検証の基礎資料としたい。 

 

職員数が段々減りつつあるので、今のうちに若い人達に異業種

の研修を積んでいただきたい。長期的なスパンで人材育成お願い

したい。 

４月から組織再編で人事課は「人財育成課」に変わる。国や民

間企業への職員派遣は現在も行っているが、職員を宝として磨い

ていけるよう研修制度をもっと充实させることが必要だと考え

ている。 

市の中に市民団体等が入り、一緒に考える機会を作ってほし

い。お互いにメリットがあると思う。 

業務命令では難しいので、ボランティアや市民団体等自ら参加

していくよう職員の意識改革が必要である。 

旧郡部と旧市では温度差がある。旧郡部では良くするためでな

く要望になっている。 
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路線バスの見直しの要望が多い。 苦情は昨年 10 月の再編から多数届いている。提言や要望を取

り入れて今年の７月に修正を加える予定だが、血税で賄っている

ので、効率的な運行体系を保ちながらよりよい方向にもっていく

必要がある。 

坂本への乗合バスはもっと小さくてよい。到着時刻を病院に合

わせてほしい。市役所前には風よけの囲いがほしい。 

市民の皆さんにはいろんなニーズがある。高齢者が増え、公共

交通は今後ますます重要になるが、税金を投入する以上、効率性

も重要である。要望を聞き改善しながら、利用者の便宜との調和

をはかっていくしかない。 

乗合タクシーの送迎範囲の問題を、八代市で特区を作ることが

できれば解消できる。 

今後は特区的な考え方も必要になると思う。 

地域審議会が報告会になっているとある。今日の議題でも事前

に諮るべきではないのか。 

 

地域審議会は新市建設計画、総合計画では必ず諮るよう条例に

規定されているが、逆に言うと規定がないものは諮らなくてもい

いことになる。 

しかし、規定がなくとも行政から住民の意見を聞く姿勢を見せ

るべきであり、審議会に意見を求めるよう意識づけを図ってい

る。 

住民自治によるまちづくり先行モデル地域について 

 先行モデル地域として、代陽、麦島、金剛、二見、東陽の５校

区より要望があったことを受け、住民自治団体連絡推進会議で案

として了承された。全地域審議会終了後の３月３１日に正式に指

定される予定である。平成２４年度からの实施に向け市も一緒に

入って準備検討していく。２７年度からの全市实施に向け、４月

からは新しく再編した市民活動支援課で住民自治を推進する。 
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平成２５年度から实施する地域はどのように決まるのか。 

 

これからも住民説明会を開き、不安や意見などを聞くとともに

校区の要望を聞いていく。 

 設立準備委員会の構成員について行政から指導はないのか。

先行モデル地域が失敗しないよう、ある程度市が素案を作る必要

があるのでは。 

設立準備委員会の中心になるのは市政協力員だと思うが若い

人や女性の視点を取り入れる必要があるが方向性を示すために、

設置マニュアルを早急に作り、努力目標を示す必要があるかもし

れない。 

旧八代市では総社協が中心となるのか。 住民説明会で意見交換した中では、総社協を中心と考えている

地域が多かった。二見は地域活性化協議会になると思う。 

総社協の会長と校区長は同じなのか。  

違う。しかし総社協は各種団体代表の集まりだから、住民自治

を進めやすい感覚はどこの校区も同じようにある。住民自治は、

行政の線引きに付加価値としてイベントなどの地域独自性を出

していくことになるが、それには予算が伴う。先行モデル地域に

より、必要な見直しがわかり、後発組に生かすことができる。 

 

総社協は本来はまちづくり団体ではないが、現实にそういう役

割を担っているので、住民自治はしやすいと思う。本来は違う団

体なので整理する必要はある。 

「総社協」は認知度が高い。  

平成２３年度主要事業について 

二見公民館耐震工事とあるが、小学校は空き教室が多いのだか

ら、そちらを利用するよう考えるべきではないか。 

 

 

空き教室有効利用は既に検討しています。泉第７小は、今回地

域振興施設として利用することになっている。できるだけ税金を

使わずにという経営スタンスで施設整備を行っています。 

学校の空き教室を婦人会に貸出ししている自治体もあるので

考えてみてほしい。 

最初から複合施設にして両方からの補助金を使ったところも

ある。職員も勉強を。 

こども見守り隊は会員１，０００人以上だが予算ゼロ。財政の 
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厳しさはわかっているが、会員からは陳情をと要求がある。今、

市の借金はどのくらいなのか。 

 

関係する民生費で答えると、予算と借金ともに約５００億であ

る。但し、借金は負担と受益の面から、今あるお金で全て作るの

ではなく、将来恩恵を受ける市民にも負担していただくという意

味で妥当性がある。 

しかし、八代市は税収が尐なく、合併で広域になりインフラ整

備がかさんでいるので、職員も厳しい削減を行っている状況であ

る。倒れかけてはいないが潤沢ではないということだ。 

第４期目について 

合併効果の検証というものがあったのか。 合併して５年経過したので、これから地域審議会でご意見をお

聞きしたいと考えている。 

「検証」という言葉はおこがましいので、意見が出やすいよう

なソフトな言い方を考えてみてほしい。 

 


